
�

�文
教
住
宅
都
市
宣
言
は
�

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
�

　
市
は
、
西
宮
に
長
年
に
わ

た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
良
好

な
住
環
境
を
基
盤
に
、
誰
も

が
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
願
う
、
希
望
に
満

ち
た
ま
ち
の
実
現
を
目
ざ
�

し
、
そ
の
基
本
目
標
と
し
て
、

昭
和
38
年
11
月
３
日
に
「
文

教
住
宅
都
市
宣
言
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
�

　
当
時
、
大
阪
や
神
戸
を
は

じ
め
と
す
る
阪
神
間
の
諸
都

市
は
急
速
な
発
展
を
示
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
時
に
人
口

の
都
市
集
中
や
公
害
な
ど
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
背
景
の
な
か

で
、
西
宮
市
は
文
教
住
宅
都

市
と
し
て
、
緑
豊
か
な
美
し

い
ま
ち
並
み
の
維
持
や
環
境

の
保
全
、
文
教
の
振
興
に
努

め
、
市
民
に
憩
い
と
安
住
の

地
を
提
供
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
理
念
の
も
と
、
市
は

文
教
の
振
興
を
は
じ
め
と
し

て
、
都
市
開
発
、
環
境
保
全
、

福
祉
な
ど
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
様
々
な
分
野

で
「
文
教
住
宅
都
市
・
西
宮
」

を
さ
ら
に
推
進
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
�

　
本
市
の
特
色
あ
る
施
策
の

一
つ
に
、
市
内
に
多
く
集
積

し
て
い
る
大
学
と
の
交
流
や

連
携
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
く
「
カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ

ン
西
宮
」
の
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
�

�カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
西
宮
�

　
市
内
の
上
ケ
原
地
区
は
、

昭
和
33
年
９
月
、
建
設
省
の

告
示
に
よ
り
、
東
京
の
国
立

地
区
に
次
い
で
全
国
で
２
番

目
に
、
第
１
種
文
教
地
区
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地

区
が
景
観
に
優
れ
た
理
想
的

な
学
園
地
区
の
条
件
を
備
え

て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
�

　
現
在
、
市
内
に
は
10
の
大

学
・
短
期
大
学
（
大
手
前
大

学
、
関
西
学
院
大
学
、
甲
子

園
短
期
大
学
、
神
戸
女
学
院

大
学
、
夙
川
学
院
短
期
大
学
、

聖
和
大
学
・
同
短
期
大
学
部
、

兵
庫
医
科
大
学
、
武
庫
川
女

子
大
学
・
同
短
期
大
学
部
）

が
立
地
し
て
い
ま
す
。
約
３

万
３
０
０
０
人
の
学
生
が
学

び
、
１
４
０
０
人
も
の
教

員
・
研
究
者
が
集
う
〝
大
学

の
ま
ち
〞
と
し
て
の
側
面
を

も
っ
て
い
ま
す
。
�

　「
カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
西
宮
」

は
、
こ
の
大
学
の
集
積
を
市

の
貴
重
な
文
化
的
資
源
と
し

て
位
置
付
け
、
大
学
と
の
連

携
の
も
と
、
大
学
間
の
交
流

や
大
学
と
市
民
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
都
市
文
化
の
向
上

と
に
ぎ
わ
い
や
活
力
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ

す
も
の
で
す
。
�

�大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
と
�

西
宮
市
大
学
交
流
協
議
会
�

　「
カ
レ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
西
宮
」

の
推
進
拠
点
施
設
と
し
て
、

市
は
「
西
宮
市
大
学
交
流
セ

ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た

（
平
成
13
年
４
月
、
阪
急
西

宮
北
口
駅
北
東
の
ア
ク
タ
西

宮
東
館
６
階
に
オ
ー
プ
ン
）。
�

　
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
、
市

内
の
10
大
学
・
西
宮
市
・
西
宮

商
工
会
議
所
で
構
成
す
る
西

宮
市
大
学
交
流
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
市
と
同
協
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
様
々
な
交
流

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
多
彩
な
事
業
の
な
か
で
も

画
期
的
な
も
の
に
、
「
共
通

単
位
講
座（
単
位
互
換
）」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
各

大
学
か
ら
提
供
さ
れ
る
特
色

あ
る
科
目
を
、
所
属
大
学
の

枠
を
越
え
て
他
校
の
学
生
と

共
に
受
講
し
、
単
位
を
修
得

で
き
る
と
い
う
講
座
で
す
。
�

　
ま
た
、
産
学
交
流
事
業
と

し
て
西
宮
に
集
う
学
生
が
市

内
の
企
業
を
訪
れ
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

は
、
市
内
各
大
学
が
専
門
分

野
の
講
座
を
提
供
す
る
「
イ

ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
西
宮
」
が

あ
り
ま
す
。
平
成
14
年
度
は
、

毎
月
異
な
る
テ
ー
マ
の
講
座

が
開
講
さ
れ
、
多
く
の
熱
心

な
受
講
生
に
大
学
の
講
義
に

触
れ
る
学
び
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
今
後
も
、
大
学
の
も
つ
知

的
資
産
や
学
生
た
ち
の
感
性
�

・
活
力
が
、
文
化
の
発
展
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
、
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
す
る
様
々
な
出
会
い
や
交

流
を
通
じ
て
、
大
学（
学
生
）

・
行
政
・
市
民
の
さ
ら
な
る

連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
�
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
今
年
、
西
宮
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
と
し
て
文
教
住
宅
都
市
を
宣
言
し
て
か
ら
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
早
く
か
ら
大
学
を
は
じ
め

と
し
た
文
化
・
教
育
施
設
の
立
地
が
進
ん
で
い

た
こ
と
に
加
え
、
文
教
の
充
実
や
環
境
保
全
、

福
祉
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
様
々
な
分
野
で
、
文
教
住
宅
都
市
の
理
念
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
45
万
都
市
と
な
っ
た
今
日
の
西
宮
の
姿
は
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
一
つ
の
成
果
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
私
は
決
意
を
新
た
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
わ
が
ま

ち
西
宮
が
有
す
る
優
れ
た
特
性
を
さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

山田知  西宮市長�

西宮
の�

大学紹介マップ�大学紹介マップ�

市
長
か
ら
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
題
字
横
参
照
）に
掲
載
し
て
い
ま
す

（
７
日
ま
で
）。
あ
な
た
の
今
年
の
夢
や
抱
負
を
市
長
に
メ

ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
は
秘
書
課（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）へ
。

お知らせ

（４）平成１５年（２００３年）１月１日平成１５年（２００３年）１月１日（５）


